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1. 序論 

 近年，深部での高空間分解能・高コントラストな生

体可視化技術として，光音響顕微鏡（Photoacoustic 

microscopy）に注目が集まっている 1)．通常，対物レン

ズを用いて深部を観察しようとすると，試料の屈折率

の違いや形状などが原因で波面収差が発生し，光ビー

ムが一点に集まらないため，得られる画像にボケや歪

みが生じる問題がある．この問題を解決するために，

本研究では，光学顕微鏡の分野で用いられている補償

光学素子（AO 素子）2) を用いた光音響顕微鏡の空間

分解能向上に関する検証を行った． 

 

2. 実験方法 

Figure 1 に示すように，対物レンズ（LUMPLFLN 

40XW: OLYMPUS）の入射光側に透過型の AO 素子を

配置し，分解能テストターゲット（1951USAF: Edmund）

に対して，AO 素子を用いた場合と用いない場合の光

音響像を測定した．テストターゲットは，パターンが

プリントされた方をトランスデューサ（ 10K8I: 

JapanProbe）側に向け，光ビーム（波長 550 nm）が 1.5 

mmの深さに集光するように調整した．AO 素子の印加

電位差（V1-V2）として 0.6-0.6 Vp-p（補正前），0.6-1.6 

Vp-p，0.6-3.0 Vp-p（補正後）を用いて，深さ方向（z

軸方向）と焦点位置での横方向（xy平面）の空間分解

能を評価した． 

 

3. 実験結果 

補正前と補正後の深さ方向と横方向のテストターゲ

ット（Group6, Element5）測定結果を Fig. 2 に示す．補

正前と補正後を比較すると深さ方向、横方向ともに，

空間分解能が良くなっていることがわかる．この結果

は，光音響顕微鏡においても球面収差補正が空間分解

能の向上に有効であることを示唆している． 

 

Fig. 1. Schematic of photoacoustic system. 

(a)  

(b)  

Fig. 2 Evaluation of (a) depth and (b) lateral resolutions. 
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